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赤城地区地域助け合い活動推進協議体 赤城絆の会 

           令和５年 ２月 

１．はじめに 

現在、日本は世界でも類を見ないスピードで少子高齢社会に入っ

ています。総務省統計局の発表によると 65 歳以上の人口が総人口

に占める割合は２９.１％にもなり、世界一の水準です。赤城地区に

おいても６５歳以上の人口が４２％を超え、全国平均をおおきく上

回る深刻な状況です。 

よって、地域住民が主体となり、日常生活を地域全体で支え合う仕

組みが求められています。 

自治会役員用 
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２．「赤城絆の会」とは 

 

介護保険制度改正（平成２７年）により創設された ※生活

支援体制整備事業に基づき、赤城地区地域助け合い活動推進

協議体「赤城絆の会」が平成２９年７月２６日に設置されま

した。 

「赤城絆の会」は、高齢者をはじめとする地域住民の日常

生活を、地域全体で支え合う仕組みづくりを推進するため、 

各自治会から選出された推進員、渋川市地域包括支援センタ

ー職員、渋川市社会福祉協議会の生活支援コーディネーター

によって構成されています。 

平成３０年１０月、住民対象に実施したアンケート結果を

基に地域助け合い活動の１つとして、「見守り」について協

議を重ねてきました。 

このたび、日常の中での目配りや声かけをとおして、困り

ごとや悩みを抱えているといった、支援を必要とする高齢者

等の早期発見と問題解決に取り組めるようマニュアルを作

成しました。 

今後は、本マニュアルを活用し、自治会が関係機関と連携

して、見守り活動を進めていきます。 

 

 
※
生活支援体制整備事業とは 

高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることができるよう、医療・介護・予

防・住まい・生活支援を包括的に提供する地域包括ケアシステムの構築に向け、地縁組織等

多様な主体と連携し、「生活支援や介護予防の充実に向けた仕組みづくり」や「住民の方が

主体となって取り組む助け合い活動の推進に向けて」各地域で必要とする取り組みについ

て検討する事業です。 

渋川市では「渋川市地域助け合い活動」と称し、話合いの場である地域助け合い活動推進

協議体が市内９地区の圏域ごとに組織されています。 
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３．見守りの内容 

 

自治会活動時（広報配布時など）の、「声かけ・訪問による見守り」

が孤立する住民を助けるきっかけになります。 

また、可能な限り日常的な「さりげない見守り」も大切です。 

さりげない見守りは、本人と直接会わずに行う見守りです。 

地域で気になる方がいれば、見守ることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このようなポイントを意識し、異変を感じたら 

速やかに連絡・相談しましょう！ 

※地域の状況や、感染拡大状況に応じて実施してください。 

（直接会う場合はマスクを着用し、体調によって無理に実施しない） 

広報配布時、手渡しする

際に異変があった。 

庭が荒れている。または

異臭がする。 

郵便受けに新聞や郵便

物がたまっている。 

何日も同じ洗濯物が干

したままになっている。 

 

電気がついたまま。（ま

たは、電気がつかない） 

収集日でない日にゴミ

を出している。 

回覧板が回ってこない。 あいさつをしても普段

より元気がない。 

外で見かけなくなっ

た。 

 
・・・ 

 
元気ですか？ 
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４．連絡体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急ではない 緊急時 

１１０番 

 

１１９番 

 

住民からの相談・異常・気づき 

 

自治会役員 

 

自治会長 

 

地域包括支援センター 

社会福祉協議会 

民生委員 など 

相談 ※必要に応じて自治会長へ報告 

例「○○さんが家の中で倒れているの

に玄関が開かなくて…いま警察と

救急に連絡しました！」 

 

「○○さん家の件ですが、 

結果はご無事でした。 

念のため入院されるそうです」 
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見守り活動に関する Q&A 

 

Q1 見守りはどのように行いますか？ 

A1 

   ・自治会加入全世帯を対象として日常的な見守りの他に、月 2

回の広報配布時や自治会費等の集金時、各種連絡での訪問時

を利用して行います。 

   ・可能な範囲で手渡し、声掛けを行なってください。 

 

Q２訪問時の対応方法は？ 

Ａ2 

① 不在だった場合は？ 

 ・「見守りの内容」の注意事項に沿った確認をしてください。 

② 具体的な相談を受けた場合は？ 

 ・自治会長または副自治会長に相談内容を報告します。 

・自治会長の判断により、適切な関係機関に連絡し対応を 

依頼します。 

 

Q３緊急の異変に気づいた場合は？ 

Ａ３ 

   ・明らかに緊急性が高いと判断される場合は、110 番、119

番に通報してください。 

   ・判断が難しい場合は、自治会長または副自治会長に連絡して

ください。 
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緊急連絡先 

令和  年度 

連 絡 先 電 話 番 号 

自治会長(氏名：     ) 
固定  

携帯  

副自治会長(氏名：    ) 
固定  

携帯  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

連 絡 先 電 話 番 号 

渋川市赤城地域包括支援センター ０２７９－２６－２２１８ 

渋川市社会福祉協議会 赤城支所 ０２７９－５６－２８２９ 

警察 １１０ 

消防 １１９ 

 

 


